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Abstract: Nowadays, traditional craft is put on disconnection among generations 
because of lack of successor. Otherwise, there are some cases which traditional crafts 
that go from disconnection to revival reach their peak. This study clarified meaning 
of disconnection among generation about a traditional ceramic art. I used the life 
story interview to acquire the data about meaning of disconnection for the person 
who had revived the traditional ceramic art. As a result, this study revealed view 
point of succession about disconnection of tradition and relationship between 
succession and potentialities about arts which you want to take over.  







指定要綱を定め、鹿児島県伝統的工芸品を指定してきた。2016 年 6 月時点で薩摩切子や種























に登録された無形文化遺産に対しては国際援助を含む保護政策が行われる。2016 年 12 月










































本稿では 10 年近く途絶えていた X 焼を復活させた A 氏を研究協力者として調査を行っ




徐々に廃れ始め、昭和初期から戦後にかけてほとんどの窯元が廃業し、A 氏が X 焼を作陶
をする頃には X 焼を継承する陶芸家は一人しかいないような状況であった。 


















インタビューを実施した場所は A 氏の陶芸を行う作業場兼ギャラリーであり、2015 年 2
月に行われた。質問は大きく 3 つの軸から行っており、具体的には「出生から陶芸の道に
入るまでのプロセス」、「X 焼に出会うまでのプロセス」、「X 焼の復活に至るまでのプ












インタビューの中で A 氏が語った出来事を A 氏自身がどのように意味づけていたのかとい






 A 氏は 30 歳前後になると独立して自分の窯を持ちたいと思い始める。その際に X 焼との


















 この当時、教育長からは Y 市に窯を作るにあたって、A 氏が自らの作品を作ることは積


































  A 氏は X 焼を継承するために Y 市に窯を構えたため、X 焼を継承者から学ばなくてはな
らない。そのため、足しげく継承者の窯元に行くことになるがなかなか教えてくれない。
















そのような中で窯を Y 市に構えた A 氏は、途絶えつつある X 焼を継承する存在として
メディアに取り上げられるようになった。そのため X 焼自体にもこれまでにないほど注目









 このように X 焼自体の価値が上がることは A 氏にとっても望ましいことのように思える
が、そのことが却って難しい状況にしてしまっている。X 焼の評判が上がることで継承者







































 A 氏が X 焼の継承に対して難しさを感じていたとき、一方の X 焼の継承者のほうでは跡


















 そのまま娘婿が X 焼を継承すればよかったが、X 焼の継承者の娘と娘婿が離婚してしま


























 このような背景があり、一時期 Y 市という地域から X 焼を作る人はいなくなってしまう。



























































 実際、A 氏はあまり積極的に教えてくれなかった状況であったため、娘婿が Y 市を離れ
た後に X 焼の技術も磨くにしても、過去に X 焼の継承者が語っていたことを基に試行錯誤






























 さらに、自らが X 焼について自らが持っていた殻を崩して、より積極的に未来を考える





























































































芸の可能性の認知と継承の関係性」という 2 点を中心に考察を進めていきたい。 
 1 点目が、「伝統が途絶えることで促される継承という視点」に関してであった。X 焼は A 氏が来
ることでメディアに取り上げられ、結果として息子や娘婿が跡目を争うことになり、息子が自殺してし
まう。最終的には娘婿が跡を継ぐことになるが、娘婿も X 焼の継承者の娘と離婚をしてしまうことで
継承者が一時的に Y 市という地域からいなくなってしまう。そこから 6、7 年たったのちに A 氏が X
焼の継承者ということで看板を掲げるようになる。このようにＸ焼は複雑な事情をたどりながら、誰も
継承者がいないという空白期間があったうえで A 氏が継承するという流れになっているのである。 
X 焼は歴史が古く、その分だけ X 焼の最後の後継者としてもできるだけ家族に継がせたいとい
う想いがあったと推察される。その想いは A 氏が Y 市に窯を構えるまでは難しいものと思われたが、
A 氏がメディアに取り上げられることで親族が X 焼に興味を持ち始め、現実的にかなえられそうな
ものなった。しかし、息子が自殺し、娘婿も離婚するなど複雑な事情を抱えてしまう。そのため、A
氏としても X 焼の後継者ということを直ぐに名乗るのは難しい。従って、ある一定の期間、途絶えさ





























者騒動があったため、A 氏としては X 焼を継承する意欲を持てなかったという面もあろう。無論、A




 この時、継承に向けて A 氏自身が積極的になれた要因として X 焼の可能性の発見という点があ





果として X 焼を継承するという意識が強くなっていったという流れがある。 
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